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研究部会 課題 解決すべき上位の課題 シンポジウムテーマ 役職 氏名 所属機関 専門領域・専門分野

シンポジスト 河西正博 同志社大学 アダプテッド・スポーツ、体育社会学

シンポジスト 笹生心太 明治大学 体育社会学

シンポジスト 窪田暁 奈良県立大学 スポーツ人類学

コーディネーター 植田俊 東海大学 体育社会学

コーディネーター 青木拓巳 宮城学院女子大学 発育発達

シンポジスト 忠鉢信一 東京大学大学院 体育社会学

シンポジスト 中垣内祐一 福井工業大学 ― 

シンポジスト 根岸貴哉 跡見学園女子大学 ― 

指定討論者 中山健二郎 沖縄大学 体育社会学

コーディネーター 杉浦宏季 福井工業大学 測定評価

コーディネーター 中村哲也 高知大学 体育史

コーディネーター 坂本拓弥 筑波大学 体育哲学

コーディネーター 植田真帆 東海学園大学 体育・スポーツ政策

シンポジスト 鈴木秀人 東京学芸大学 体育科教育学

シンポジスト 梅澤秋久 横浜国立大学 体育科教育学

シンポジスト 遠藤貴広 福井大学 教育方法学

コーディネーター 吉永武史 早稲田大学 体育科教育学

コーディネーター 板谷厚 北海道教育大学 発達発育

シンポジスト 大塚光雄 日本体育大学 バイオメカニクス

シンポジスト 高御堂良太 鹿屋体育大学 体育心理学

シンポジスト 坂本拓弥 筑波大学 体育哲学

シンポジスト 冨田史子 日本ウエイトリフティング協会 ウエイトリフティング

シンポジスト 須永美歌子 日本体育大学 運動生理学

シンポジスト 中村淳子 全日本柔道連盟 柔道

コーディネーター 松浪登久馬 日本体育大学 スポーツ人類学/スポーツ史

シンポジスト 山本悦史 新潟医療福祉大学 スポーツ経営学/スポーツ社会学

シンポジスト 大津克哉 東海大学 体育・スポーツ哲学/スポーツ教育学

シンポジスト 井本直歩子 SDGs in Sports ― 

コーディネーター 石塚創也 日本スポーツ協会 体育・スポーツ史/体育・スポーツ政策

コーディネーター 渋倉崇行 桐蔭横浜大学 体育心理学

シンポジスト 村上雅之 札幌市立伏見小学校 体育科教育

シンポジスト 日比野暢子 桐蔭横浜⼤学 体育・スポーツ政策

シンポジスト 三沢 良 岡山大学 産業・組織心理学

コーディネーター 千葉洋平 岐阜薬科大学 体育哲学

シンポジスト 山脇直司 東京大学、星槎大学 公共哲学

シンポジスト 西村貴之 金沢星稜大学 体育経営管理

シンポジスト 石原一成 福井県立大学 測定評価

シンポジスト 栫ちか子 鹿屋体育大学 体育科教育

コーディネーター 西村一樹 広島工業大学 運動生理学

コーディネーター 田中千晶 東京家政学院大学 発育発達

シンポジスト 八木田和弘　 京都府立医科大学 統合生理学

シンポジスト 西村一樹 広島工業大学 運動生理学

シンポジスト  道下竜馬 福岡大学 応用健康科学

シンポジスト 吉村英一 医薬基盤・健康・栄養研究所 健康科学

コーディネーター 佐藤敬広 東北福祉大学 アダプテッド・スポーツ科学

コーディネーター 髙橋徹 岡山大学 体育哲学

シンポジスト 安井友康 北海道教育大学 アダプテッド・スポーツ科学

シンポジスト 加地信幸 広島文化学園大学 アダプテッド・スポーツ科学

シンポジスト 東慎治 東京都立北特別支援学校 特別支援教育

第76回大会テーマ別シンポジウム企画一覧表

スポーツ文化

A 社会・個人のレジリエンスの向上とスポーツはいかに繋がるのか スポーツに見るレジリエンスの実践知

B 継承されてきたスポーツ文化を問い直す 変容する現代メディアとスポーツ

学校保健体育

A 良質な学校保健体育とは？
学校保健体育における「良質」を問い直す
－ウェルビーイング時代の視座－

B
体育・スポーツ・健康科学は，学校保健体育の進展にいかに貢献でき
るか

学校保健体育におけるICT活用の未来像を探る

競技スポーツ

A 競技スポーツをどのように豊かにするか
女性アスリートを支える競技環境とキャリア形成の未来
− 現役からセカンドキャリアまでを見据えた包括的支援−

B 競技スポーツによってどのように社会を豊かにするか
スポーツを通じた気候変動への取り組みについて考える
− 競技スポーツの持続可能性を確保するために −（仮）

生涯スポーツ

A
生涯スポーツ社会の実現に向けて、今の体育・スポーツは本当に貢献
できているのか？

生涯スポーツ社会の実現に向けた光と影
− 私たちは失敗から学んでいるのか？−

B 生涯スポーツのさらなる浸透を目指して 生涯スポーツ社会の実現に向けた多角的な連携を考える

健康福祉

A
ライフコースアプローチの観点から、体育・スポーツ・身体活動を活用し
た健康づくりをいかに構築・展開するか

子どもから高齢者の健康づくりのための生活行動を再考する

B
すべての人の健康と幸福を実現するために、身体活動はいかに貢献で
きるか

インクルーシブ社会の形成に向けた身体活動の役割とは？
－多様なスポーツ実践と健康福祉の接点を探る－


